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第 ３１ 回 例 会 報 告（２月１９日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５１名          ・出席数   ３２名          ・欠席数  １９名 

・当日出席率   ６５．１１％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞檜垣(賢)､檜垣(俊)､檜垣(直)､平尾､平田､木村､吉良､河野､桑森､森岡､大澤､竹田､山本､矢野､渡邊 

〔免除会員〕青野(明)､原田､檜垣(巧)､宮本 

<2/5欠席補填>(1/30高松西)檜垣(俊)  (2/9今治北)平尾､桑森､竹田､田中､渡辺 

◇会長報告・IM無事終了いたしました。ご協力ありがとうございました。 

◇幹事報告・清掃奉仕・早朝例会のご案内。3 月 26 日(木)吹揚公園を清掃。早朝 6 時 30 分清掃開始。7 時例

会。芋粥・お茶をご用意しております。雨天の場合は例会のみ開催となります。ロータリーバッ

ジの着用をお願いします。 

 

インターシティー・ミーティング報告 

◆白石洋治ガバナー補佐：IM に全員登録の今治北 RC と今治南 RC にお礼に伺ったところ、非常に勉強になった

と称賛をいただいた。特に、村上幸史氏の講演は人柄の感じられるとても良い講演だったと多数の方から意見

をいただいた。今回の IM は、今治 RC の 80 周年行事後、短期間での開催となるため、事前に久米実行委員長

が中心となってテーマの選定や講師の選定など構想を練り、鋭意準備を整えていただいた。また、渡邊道信総

務委員長の詳細で綿密な計画に従って IM の進行は円滑に進捗した。両名を初め会員の皆様のおかげで立派な

IM を開催できたことに改めて感謝する。▼冠康秀司会者：映像を流すタイミングの際に、入り口で待機されて

いた井本さんと目が合って、思わず入場の案内をする手順誤りを犯したことと、時間を厳守しようという意識

のため、やや早口となったのが反省点。▼青野淳一会場委員長：委員はまちまちに会場に到着したが、各々が

自主的に準備に取りかかりスムーズに会場準備が完了できた。多少の手違いはあったものの、個人の能力を発

揮して的確な対応ができた。▼尾越優接待委員長：来賓の方々は顔見知りが多かったこともあり、落ち着いて

しっかりと接待できた。都合で、最後までは打ち上げに参加できなかったのが非常に心残り。▼菅主浩登録受

付委員長：事務局の麻生さんが事前準備してくれたことから、慌てることなく落ち着いて対応できた。昼食の

鍋物に時間を要し、食事終了時間が遅くなったのは反省点。▼岡田昌平記録委員長：名札の準備を事務局の麻

生さんが原会員に直接依頼してくれたこと、要旨を総務委員でまとめてくれたことから看板とプログラムの製

作は実質 1 ヶ月で対応することができた。用紙とインクの関係でプログラム表紙の文字色を黄色から銀色へ、

一存で変更させていただいたことについてはご了承願いたい。開催報告書の作成を省略し、DVD 作成に変更で

きたことで労力が削減できた。村上氏のプロフィールに一部誤りがあったことが反省点。▼西本信保交通委員

長：吉武会員が駐車券を機械から取ってお客さまに手渡しするなど心のこもった対応ができた。手持ち型の駐

車案内板を効果と効率を考慮して現地で据え置き型に改造したこと、食事準備が遅れたため駐車案内に就くの

が遅れたことは反省点。▼久米操実行委員長：80周年行事終了から IMまで短期間となったため準備時間は少な

かったが、会員個々の能力の高さと本番での強さを発揮いただき、IMを無事終了することができて肩の荷がお

りた思いである。今回のテーマは、大きすぎてぼやけた感があるという意見もいただいたが、今回の討議が、

クラブとしてまた個人として、何か行動を起こそうとする意識を呼び起こす一助となれば意義があったと考え

ている。今治 RC としては、ガバナー輩出などがなければ 9 年後の IM まで大きなイベントはないが、2 年後に

は今治西高校インターアクトクラブによる年次大会があるので親クラブとしてサポートをお願いする。 

 

＜ビジター＞東予RC 伊藤正浩様 ＜保険＞ 
 

次 回 例 会（２月２６日） 

【 ロータリー創立記念例会 】 

   ＜配偶者誕生祝＞ 鎌田 義継氏（3/4）  

   ＜結婚記念日祝＞ 近藤 正人氏（3/4） 

   ＜入会記念日祝＞ 宮本 哲夫氏（2/27） 檜垣 賢二氏（3/1） 平田 勝豪氏（3/1） 

            西信 正男氏（3/2） 

〔 俥屋 〕 
 


